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Ⅱ 調 査 の 概 要 

 

学校保健統計調査（基幹統計調査）は、統計法に基づき、文部科学省が地方公共団体を通じ昭和 23

年度から毎年実施している（昭和 23年度から昭和 34年度までは、学校衛生統計として実施）。 

１ 調査の目的 

学校における幼児、児童及び生徒の発育及び健康の状態を明らかにすることを目的とする｡ 
 

２ 調査の範囲・対象 

（１）調査の範囲は、幼稚園、幼保連携型認定こども園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校及

び中等教育学校のうち、文部科学大臣があらかじめ指定する学校（以下「調査実施校」という。）

とする。 

（２）調査の対象は、調査実施校に在籍する満５歳から 17歳まで（令和２年４月１日現在の満年齢）の

幼児、児童及び生徒（以下「児童等」という。）の一部とする。 

【令和２年度 東京都の調査実施校数及び調査対象者数】 

幼稚園(5歳のみ) 56園 2,258人 調査実施校の男女別　　　各  22人 4,309人 調査実施校の在学者全員

小 学 校 72校 6,824人 調査実施校の年齢別男女別各   8人 39,610人 調査実施校の在学者全員

中 学 校 53校 5,640人 調査実施校の年齢別男女別各  20人 24,063人 調査実施校の在学者全員

高 等 学 校 63校 4,646人 調査実施校の年齢別男女別各  15人 50,944人 調査実施校の在学者全員

注１）幼稚園には幼保連携型認定こども園を含む。

　２）小学校には義務教育学校（第１～６学年）を含む。

　３）中学校には義務教育学校（第７～９学年）及び中等教育学校の前期課程を含む。

　４）高等学校には中等教育学校の後期課程を含む。
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３ 調査事項 

（１）児童等の発育状態（身長､体重） 

（２）児童等の健康状態（疾病・異常等） 

    ※ 疾病・異常等の詳細は、「付録 学校保健統計調査（健康状態） 用語の解説」を参照 
 

４ 調査の期日及び方法  

（１）調査は、学校保健安全法による健康診断の結果に基づき、４月１日から６月 30日までの間に実施 

※令和２年度は、令和２年４月１日から令和３年３月 31日 

（２）調査の報告義務者は、調査実施校の長とする。 

（３）調査系統は、次のとおりである。 

文部科学大臣 ⇔ 東京都知事 ⇔ 調査実施校の長 

（４）調査票等の配布及び提出 

① 文部科学大臣は、東京都知事を通じ、調査実施校の長に調査票等を配布する。 

② 調査実施校の長は、東京都知事の定める期日までに調査票を東京都知事に提出する。 

③ 東京都知事は、提出された調査票を整理・審査し、８月 10日までに文部科学大臣に提出する。

※令和２年度は、東京都知事は提出された調査票を整理・審査し、４月１日～９月 30 日実施

分を 10月 12 日までに、10月１日～３月 31日実施分を翌年度４月 12日までに文部科学大臣に

提出する。 

 

５ その他 

令和２年度は、上記４のとおり調査期間が延長されたことから、成長の著しい時期において測定時期

を異にしたデータを集計したものとなっており、過去の数値と単純比較はできない。 


